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広報えな　2

民
間
の
特
性
や
能
力
を
活
用

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の
施

設
の
管
理
を
民
間
企
業
や
外
郭
団

体
、 
Ｎ 
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
行
い
、
そ
の

※

特
性
や
能
力
を
活
用
す
る
こ
と
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
行
政

コ
ス
ト
な
ど
の
経
費
削
減
を
図
る

た
め
に
導
入
さ
れ
た
制
度
で
す
。

公
立
保
育
園
が
抱
え
る
課
題

　

現
在
、
市
の
公
立
保
育
園
は　
１４

園
で
、
本
年
度
は
９
８
１
人
の
子

ど
も
た
ち
が
、
元
気
に
通
園
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
後
間
も

な
い
公
立
保
育
園
の
運
営
に
は
、

い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

①
公
立
の
割
合
が
大
き
い

　

市
内
の
保
育
園
は
、
公
立
が　
１４

園
で
私
立
が
２
園
で
す
。
こ
れ
は

県
内
の
他
市
の
状
況
と
比
べ
て
、

公
立
の
カ
バ
ー
し
て
い
る
割
合
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
運
営
に
多
く
の
保
育
士
が
必
要

　

小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
の
人

数
に
対
し
て
、
公
立
保
育
園
の
数

が
多
い
状
況
。
市
内
の
保
育
園
の

規
模
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

す
べ
て
の
保
育
園
で
、
国
の
定
め

る
保
育
士
の
人
数
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
結
果
的
に
市
全

体
で
は
、
保
育
士
の
必
要
人
数
が

　市では、現在の保育サービスを維持していく方法として、大規模な保

育園の管理運営を、民間保育園または民間幼稚園を運営している法人に

移行する指定管理者制度の導入を選択しました。

　現在、公立保育園１４園のうち、規模が大きな５つの保育園（城ヶ丘保

育園、長島保育園、岩村保育園、山岡保育園、明智保育園）を段階的に

移行する計画を策定しています。このうち、城ヶ丘保育園は、１年間の

引き継ぎ期間の後、平成２２年４月から指定管理者制度を導入することで

進めています。

□問い合わせ　子育て支援課児童施設係（内線２２９）

特集【保育園の指定管理者制度】

指定管理に

多
い
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③
保
育
士
の
正
規
職
員
数
が
減
少

　

市
で
は
、
職
員
数
を
削
減
す
る

適
正
化
計
画
を
立
て
て
お
り
、
保

育
士
の
新
規
採
用
も
行
っ
て
い
な

い
た
め
、
正
規
職
員
の
数
は
年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
育
士
の
配
置
数
は

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
日
々
雇
用
職
員
に
よ
る
配
置

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
現
在

で
は
、
そ
の
割
合
が
ほ
ぼ
同
数
程

度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
維
持

　

現
在
、
市
で
は
職
員
数
や
公
共

施
設
数
の
適
正
化
な
ど
に
よ
り
、

予
算
の
適
正
規
模
を
目
指
す
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
公
立
保
育
園
も
同
様
に
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
市
の
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
方
法

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

　

こ
れ
ま
で
、
低
年
齢
児
保
育
や

平
日
の
延
長
保
育
、
土
曜
日
の
一

日
保
育
、
障
が
い
児
保
育
に
必
要

な
保
育
士
の
配
置
な
ど
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
ま
す
ま
す
多
様

化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ＮＰＯ＝ボランティア団体や市民活動団体などの「民間非営利組織」をいい、株式会社などの営利企業とは違って「利益追求のためではなく、社会的
　な使命の実現を目指して活動する組織や団体」のこと。

城ヶ丘保育園を

3　2009.3.1

サ
ー
ビ
ス
維
持
へ
の
選
択
肢

　

公
立
保
育
園
を
効
率
的
に
運
営

し
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て

い
く
た
め
の
選
択
肢
は
、
統
合
や

民
営
化
、
運
営
方
法
の
変
更
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

統
合
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
見

直
し
た
行
財
政
改
革
の
行
動
計
画

で
「
１
町
１
園
を
基
本
と
し
て
保

育
園
の
統
合
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
進
め
る
」
と
、
今
後
の
取
り
組

み
方
針
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
合
意
や
整
備
が

必
要
な
施
設
も
あ
る
た
め
、
早
急

な
課
題
解
決
に
至
ら
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

公
立
保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い

て
は
、
県
内
の
多
く
の
自
治
体

で
、
公
立
保
育
園
を
民
間
法
人
に

移
譲
す
る
方
式
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
国
や
県
か

ら
の
財
政
支
援
が
受
け
ら
れ
、
財

政
面
で
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
民
間
保
育
園
の
特

性
で
あ
る
柔
軟
性
、
迅
速
性
を
生

か
し
た
対
応
が
発
揮
さ
れ
や
す
い

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
育
園
を
移
譲
し
て

し
ま
う
と
運
営
に
つ
い
て
市
の
関

与
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
保

育
内
容
な
ど
に
市
の
方
針
が
反
映

▲元気いっぱいで遊びまわる城ヶ丘保育園の子どもたちと保育士

さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

市
が
責
任
者
の
制
度
を
導
入

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は

設
置
主
体
が
市
の
ま
ま
で
あ
る
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
選
択
。

こ
の
制
度
は
、
保
育
園
の
管
理
者

責
任
を
市
に
残
す
た
め
、
現
在
と

同
様
な
環
境
を
維
持
で
き
ま
す
。

　

こ
の
方
針
を
基
に
、
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
公
立
保

育
園
指
定
管
理
者
制
度
導
入
等
検

討
委
員
会
」
を
設
置
。
そ
こ
で
、

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
保
育
を

継
続
で
き
る
望
ま
し
い
姿
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。
同
時

に
、　

園
の
保
護
者
の
方
へ
の
説

１４

明
会
を
実
施
し
、
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
保
護
者
の
視
点
を
参

考
に
、
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の

方
法
を
具
体
化
。
そ
の
結
果
、
最

低
条
件
と
し
て
「
保
育
の
質
の
確

保
」「
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
」

「
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落
さ
な
い
コ

ス
ト
縮
減
の
実
現
」「
引
き
継
ぎ
期

間
の
確
保
」「
利
益
を
追
求
し
な
い

公
益
法
人
に
限
定
す
る
」
な
ど
の

意
見
を
基
に
指
定
管
理
者
制
度
導

入
に
当
た
っ
て
の
城
ヶ
丘
保
育
園

の
保
育
内
容
（
５�
上
段
）
を
ま

と
め
ま
し
た
。
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少
子
化
対
策
で
あ
れ
ば
、

　
　
　

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で

を
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し

て
ほ
し
い
。

　
　
　

現
在
、
市
と
し
て
さ
ま
ざ

　
　
　

ま
な
少
子
化
対
策
を
展

開
し
な
が
ら
、
児
童
の
健
全
な
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
責

務
を
し
っ
か
り
と
行
う
た
め
に
、

保
育
園
の
運
営
を
安
定
的
に
継

続
で
き
る
制
度
を
導
入
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

子
ど
も
を
預
け
る
親
と

　
　
　

し
て
、
市
立
か
ら
民
営
化

と
な
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
よ
う

実
績
あ
る
法
人
限
定
で
公
募

　

国
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
従
来

は
地
方
公
共
団
体
や
社
会
福
祉
法

人
に
限
定
さ
れ
て
い
た
許
可
保
育

所
の
運
営
に
、
株
式
会
社
や
学
校

法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
参
入
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
「
利
益
を
追
及
し
な
い

公
益
法
人
に
限
定
す
る
」
と
「
運

営
実
績
が
あ
り
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
る
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
県
内
で
保
育
所
や
幼
稚
園

を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人

や
学
校
法
人
、
市
内
で
児
童
福
祉

施
設
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
に
限
定
し
て
、
指
定
管
理
者

を
公
募
。
３
法
人
か
ら
の
申
請
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
保
護
者
会

の
代
表
者
や
学
識
経
験
者
と
と
も

に
、
安
定
し
た
運
営
を
任
す
こ
と

が
で
き
る
法
人
を
選
定
す
る
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

引
き
継
ぎ
期
間
は
１
年
間
で

　

城
ヶ
丘
保
育
園
で
は
、
平
成　
２２

年
４
月
の
指
定
管
理
者
制
度
へ
の

移
行
時
に
、
そ
れ
ま
で
子
ど
も
た

ち
を
保
育
し
て
き
た
保
育
士
が
、

法
人
の
保
育
士
に
入
れ
替
わ
る
こ

と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響

を
軽
減
す
る
た
め
に
引
き
継
ぎ
期

間
を
設
け
ま
す
。

　

期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
来
年

３
月　

日
ま
で
の
１
年
間
。
一
度

３１

に
職
員
が
入
れ
替
わ
ら
な
い
配
慮

と
と
も
に
、
保
育
内
容
や
計
画
、

行
事
な
ど
を
法
人
職
員
に
引
き
継

ぐ
期
間
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

委
員
会
で
保
育
を
チ
ェ
ッ
ク

　

指
定
管
理
者
決
定
後
に
、
保
護

者
会
代
表
と
指
定
管
理
者
、
市
の

三
者
に
よ
る
城
ヶ
丘
保
育
園
運
営

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
委
員
会

で
は
、
引
き
継
ぎ
期
間
や
移
行
後

の
保
育
内
容
と
課
題
の
改
善
に
努

め
ま
す
。
ま
た
施
設
の
運
営
状
況

を
専
門
的
・
客
観
的
に
評
価
す
る

第
三
者
評
価
事
業
を
実
施
し
、
保

育
内
容
の
評
価
や
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
常
に
安
心
し
て

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
保
育
環
境

を
継
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

残
り
４
園
も
段
階
的
に
移
行

　

城
ヶ
丘
保
育
園
で
の
指
定
管
理

に
よ
る
運
営
状
況
を
検
証
し
、
残

り
４
園
（
長
島
・
岩
村
・
山
岡
・

明
智
保
育
園
）
の
移
行
を
段
階
的

に
進
め
ま
す
。

しし
まま
うう
ここ
とと
がが
心心
配配
でで
すす

保
護
者
の
方
々
へ
の
説
明
会
の
中
で
出
さ
れ
た
、

保
護
者
の
方
々
へ
の
説
明
会
の
中
で
出
さ
れ
た
、

主
な
質
問
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

主
な
質
問
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

▲城ヶ丘保育園（大井町）

な
保
育
の
安
定
が
望
め
る
の
か

不
安
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

保
育
園
が
指
定
管
理
者

　
　
　

制
度
に
移
行
し
て
も
、
市

が
責
任
者
の
公
立
の
ま
ま
で
す
。

一
般
的
な
民
営
化
と
は
異
な
り

ま
す
。
今
ま
で
同
様
に
、
市
が
責

任
を
持
っ
て
保
育
の
運
営
を
継

続
す
る
た
め
の
最
善
の
方
法
が
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　

指
定
管
理
者
に
な
る
と

　
　
　

先
生
が
変
わ
り
、
知
ら
な

い
先
生
ば
か
り
の
中
で
、
子
ど
も

が
過
ご
せ
る
か
心
配
で
す
。

　
　
　

引
き
継
ぎ
期
間
を
設
け
、

　
　
　

保
育
士
が
変
わ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
十
分
な
対
応
を
行

い
ま
す
。
ま
た
引
き
継
ぎ
期
間

終
了
後
も
、
保
護
者
、
指
定
管
理

者
、
市
の
三
者
で
信
頼
し
合
え
る

保
育
園
に
し
ま
す
。

　
　
　

委
託
後
に
、
人
件
費
を
抑

　
　
　

え
る
と
い
う
理
由
で
、
若

い
先
生
だ
け
に
な
ら
な
い
か
心

配
で
す
。

　
　
　

保
育
士
の
年
齢
（
経
験
年

　
　
　

数
）
配
置
に
も
配
慮
い
た

だ
く
よ
う
に
、
指
定
管
理
の
保
育

答答問問

答答問問

問問

答答問問答答

先先
生生
がが
変変
わわ
っっ
てて

5　2009.3.1

①
市
が
保
育
の
実
施
を
認
め
た

児
童
（
障
が
い
児
を
含
む
）
の

保
育
。

②
配
置
す
る
職
員
は
、
園
長

（
実
務
経
験　

年
以
上
、
専

２０

特集【保育園の指定管理者制度】

内
容
に
記
載
し
ま
す
。

　
　
　

保
育
園
の
先
生
の
引
き

　
　
　

継
ぎ
期
間
や
障
が
い
児

へ
の
対
応
を
、
も
っ
と
詳
し
く
聞

か
せ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

引
き
継
ぎ
期
間
に
つ
い

　
　
　

て
は
、
１
年
間
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
保
育
の

内
容
や
年
間
行
事
な
ど
に
つ
い

て
、
現
在
の
保
育
士
か
ら
し
っ
か

り
伝
え
る
時
間
を
確
保
し
ま
す
。

引
き
継
ぎ
期
間
中
も
、
保
護
者
の

方
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
運

営
す
る
指
定
管
理
者
に
伝
え
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
障

が
い
児
保
育
に
つ
い
て
は
、
現
在

▲長島保育園（長島町）

▲岩村保育園（岩村町）

▲山岡保育園（山岡町）

▲明智保育園（明智町）

指定管理者制度を導入する予定の保育園

と
変
わ
ら
ず
対
応
し
て
い
き
ま

す
。　

　
　
　

保
育
園
の
運
営
を
民
間

　
　
　

に
委
託
す
る
と
、
ち
ょ
っ

と
手
の
掛
か
る
子
ど
も
は
、
入
園

を
拒
否
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
　
　

現
在
の
保
育
園
と
同
様

　
　
　

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
入
園
の
決
定
は
、
市
が
行
い

ま
す
。
公
立
保
育
園
と
し
て
、
市

が
多
方
面
に
わ
た
り
、
責
任
者
と

し
て
管
理
監
督
を
行
い
ま
す
。　

　
　
　

現
在
の
保
育
料
は
、
指
定

　
　
　

管
理
に
な
る
と
増
え
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　
　
　

保
育
料
は
、
指
定
管
理
者

　
　
　

制
度
に
移
行
し
て
も
、
現

在
と
同
じ
基
準
で
保
育
料
を
算

定
し
ま
す
。　　
　

　
　
　

今
後
、
財
政
難
で
補
助
金

　
　
　

が
減
ら
さ
れ
た
と
し
て
、

保
育
や
給
食
な
ど
の
質
の
低
下

は
、
避
け
ら
れ
な
い
の
で
は
と
気

掛
か
り
で
す
。

　
　
　

指
定
管
理
料
は
、
国
基
準

　
　
　

の
保
育
単
価
を
園
児
数

に
応
じ
て
支
払
う
た
め
、
運
営
に

必
要
な
経
費
は
確
保
さ
れ
ま
す
。

園
児
一
人
一
人
に
必
要
な
教
材

費
や
給
食
費
な
ど
は
、
国
の
基
準

通
り
と
な
り
ま
す
。

問問答答

問問答答問問

答答問問答答

現在の現在の保保育育内内容容をを継継承承
指定管理者制度による保育の内容―城指定管理者制度による保育の内容―城ヶヶ丘丘保育園保育園

任
）、
主
任
保
育
士
（
実
務

経
験　

年
以
上
）、
ク
ラ

１５

ス
担
任
保
育
士
（
配
置
は

最
低
基
準
を
遵
守
）、
障

が
い
児
担
当
保
育
士
（
市

が
必
要
と
認
め
た
人
数
）、

調
理
員
、
看
護
師
と
し
ま

す
。
ま
た
園
長
と
主
任
保

育
士
を
除
く
常
勤
保
育
士

の
２
分
の
１
以
上
は
、
保

育
士
と
し
て
の
実
務
経
験

５
年
以
上
の
も
の
と
し
ま

す
。

③
指
定
期
間
中
は
、
職
員

の
安
定
的
、
継
続
的
な
雇

用
に
努
め
ま
す
。

④
職
員
研
修
は
、
ほ
か
の

公
立
保
育
園
と
同
程
度
の

研
修
を
受
講
し
ま
す
。

⑤
保
育
内
容
は
、
原
則
、

現
在
の
城
ヶ
丘
保
育
園
の

保
育
目
標
な
ど
を
継
承
し

ま
す
。
ま
た
年
間
行
事
に

指
定
管
理
者
で
構
成
す
る

「
城
ヶ
丘
保
育
園
運
営
委

員
会
」
を
設
置
し
、
定
期

的
に
開
催
し
ま
す
。

⑨
保
育
内
容
の
引
き
継
ぎ

を
行
う
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
来
年
３
月　

日
ま
で

３１

の
間
、
法
人
か
ら
主
任
保

育
士
、
ク
ラ
ス
担
任
、
障

が
い
児
担
当
保
育
士
、
調

理
員
を
派
遣
し
ま
す
。
ま

た
当
該
職
員
は
、
指
定
管

理
期
間
も
引
き
続
き
、

城
ヶ
丘
保
育
園
に
勤
務
し

ま
す
。

⑩
指
定
管
理
期
間
は
、
前

年
の
９
月
に
新
入
園
児
を

対
象
と
し
た
、
入
園
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

⑪
引
き
継
ぎ
期
間
を
含
む

指
定
管
理
期
間
は
、
第
三

者
評
価
を
受
け
ま
す
。
た

だ
し
、
第
三
者
評
価
事
業

に
か
か
る
経
費
は
、
市
が
負
担

し
ま
す
。

⑫
保
育
所
保
育
指
針
を
遵
守

し
、
安
定
的
な
保
育
環
境
の
維

持
に
努
め
ま
す
。

つ
い
て
も
、
同
様
に
継
承
し
ま

す
。

⑥
給
食
は
、
原
則
と
し
て
市
が

作
成
す
る
統
一
献
立
に
よ
り
、

園
で
調
理
し
ま
す
。

⑦
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
児
童
に

対
し
て
は
、
個
々
の
状
況
に
応

じ
て
、
で
き
る
限
り
の
対
応
と

配
慮
に
努
め
ま
す
。

⑧
保
護
者
代
表
、
行
政
代
表
、
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生涯学習都市宣言
生涯学習都市推進計画

学
ん
で
生
か
す
「
三
学
の
ま
ち
づ
く
り
」

市
で
取
り
組
む
生
涯
学
習
に
ご
意
見
を

▲城郭研究家の関口氏による岩村城跡の講演会の様子

　

子
ど
も
も
大
人
も
高
齢
者
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
生
涯
学
習
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
市
役
所
内
部
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
「
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」
と

「
生
涯
学
習
都
市
推
進
計
画
」
の
素
案
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
素
案
を
た

た
き
台
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
成
案
化
を
進
め
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
素
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る

　

平
成　

年
に
教
育
基
本
法
の
改
正
が
行

１８

わ
れ
「
国
民
一
人
一
人
が
、
自
己
の
人
格

を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い

て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
を

適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実

現
を
図
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
の
目
的
は
、
自
ら
学
習
す
る

力
を
身
に
付
け
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
自
身
の
興

味
や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
、
自
分
な
り
の

方
法
で
追
求
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
学
ぶ

こ
と
の
楽
し
さ
を
認
め
合
い
、
自
分
ら
し

　
　
　
　
　

―
宣
言（
素
案
）―

い
社
会
と
の
か
か
わ
り
方
を
持
つ
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
郷
土
の
師
で
あ
る
佐
藤
一
斎

 
翁 
は
、
言
志
晩
録
六
十
条
（
三
学
戒
）
で
、

お
う生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ
と
の
大

切
さ
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
に
は
、
市
中
央
図
書
館
が
開

１９

館
し
、
１
年
間
で　

万
人
を
超
す
市
民
の

２２

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
市

民
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
意

欲
の
表
れ
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
子
ど
も
も
大
人
も
高

齢
者
も
、
す
べ
て
の
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
自
ら
の
意

志
と
選
択
に
よ
り
、
一
生
涯
学
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
そ
の
意
志
を
こ
こ
に
宣
言

す
る
も
の
で
す
。

澄
み
わ
た
る
空
、
緑
の
大
地

 
薫 
り
高
い
文
化
と
、
伝
統
に 
溢 

か
お 

あ
ふ

れ
る
恵
那

こ
の
ま
ち
に
生
き
る
こ
と
を
誇

り
と
し
、
人
生
を
心
豊
か
に
す

る
た
め
に

書
に
学
び
、
人
に
学
び
、
地
域
に

学
び
、
先
人
の
教
え
を 
現  
在 
に

い 

ま

 
活 
か
し
て
、
未
来
を
創
っ
て
ゆ

いき
た
い

そ
し
て
、
共
に
学
び
合
い
、
伝
え

合
い
、
私
た
ち
が
出
会
う
人
々

と
と
も
に

穏
や
か
に
、
朗
ら
か
に
、
健
や
か

に
、
暮
ら
し
て
ゆ
き
た
い

私
た
ち
は
、
自
ら
の
学
ぶ
意
欲

を 
育 
み
、
こ
の
ま
ち
を
生
涯
に

は
ぐ
く

わ
た
っ
て
学
び
続
け
る

生
涯
学
習
都
市
と
す
る
こ
と
を
、

こ
こ
に
宣
言
す
る

生
涯
学
習
都
市
宣
言
（
素
案
）

7　2009.3.1

パブリック
コメント

ま
ざ
ま
な
分
野
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
生

か
す
仕
組
み
を
整
え
ま
す
。

②
重
点
的
な
取
り
組
み

―
生
涯
学
習「
市
民
三
学
運
動
」の
展
開
―

・
恵
那
市
読
書
の
日
（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

の
設
置
…
県
条
例
で
定
め
ら
れ
た
家
庭
の

日
を
、
市
で
は
読
書
の
日
と
定
め
、
家
庭

の
日
と
と
も
に
、
読
書
に
親
し
む
日
と
し

て
啓
発
し
ま
す

・
市
中
央
図
書
館
「
生
涯
学
習
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
の
設
置

・
市
中
央
図
書
館
と
学
校
図
書
館
、
公
民

館
図
書
室
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

・
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
の
実
施

・
公
民
館
講
座
「
市
民
三
学
塾
」
の
開
講

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
推
進

・
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
活
動
の
推
進

③
生
涯
学
習
の
基
本
施
策

・
学
習
情
報
の
提
供

・
学
習
機
会
の
拡
充

・
学
習
体
制
の
充
実

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
展
開

■
市
民
三
学
運
動
の
展
開

　
　
　

―
推
進
計
画（
素
案
）―

　

生
涯
学
習
都
市
宣
言
を
実
践
し
、
具
体

化
す
る
た
め
、「
生
涯
学
習
都
市
推
進
計

画
」
を
策
定
し
、
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
郷
土
の
師
で
あ
る
佐
藤
一
斎

翁
が
、
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
説
い
た
三
学
戒
の
教
え
に
学
び
、
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
生
涯
学
習

『
市
民
三
学
運
動
』
を
展
開
し
ま
す
。

①
生
涯
学
習
都
市
推
進
の
基
本
方
向

▼
図
書
館
を
核
と
す
る
生
涯
学
習

　

市
中
央
図
書
館
を
学
び
の
場
の
核
と
し

て
、
公
民
館
や
小
中
学
校
、
そ
の
他
の
学

習
機
能
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
も
大
人
も
高
齢
者

も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
を
目
指
し

ま
す
。

▼
三
学
戒
の
教
え
に
学
ぶ
生
涯
学
習
（
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
）

　

幼
少
年
期
、
青
壮
年
期
、
老
年
期
の
各

世
代
に
応
じ
た
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま

す
。

▼
学
ん
で
生
か
す

　

学
ん
で
は
生
か
し
、
生
か
し
て
は
学

ぶ
。
そ
の
繰
り
返
し
か
ら
自
己
を
磨
き
、

人
生
の
心
構
え
を
つ
く
り
ま
す
。
生
涯
学

習
で
学
ん
だ
も
の
を
、
自
己
と
地
域
に
生

か
せ
る
よ
う
、
青
少
年
育
成
活
動
や
防
犯

活
動
、
文
化
活
動
、
地
域
活
動
な
ど
、
さ

�
�
�

市民委員会の委員を公募します

□公募委員　２人

□募集期間　３月２日�～３月３１日�

□募集方法　本紙折り込みの「広報直通便」をご利用

ください。通常の広報直通便と区別するため【生涯学

習委員に応募】などの見出しを記入し、 投  函 してくだ
とう かん

さい。その際、素案に対するご意見、ご感想もご記入

ください。

□問い合わせ　社会教育課�４３-２１１２

宣言と計画（素案）にご意見を
　市では、市民の意見を計画に反映させるため、宣言

と計画（素案）についての意見を募集します。

　素案は、社会教育課、市中央図書館、本庁舎情報公

開コーナー、各振興事務所で閲覧できます。市ウェブ

サイトにも掲載しています。http://www.city.ena.lg.jp/

※閲覧期間は意見募集期間と同じです

□募集期間　３月２日�～３月３１日�

□意見応募方法　本紙折り込みの「広報直通便」をご

利用ください。通常の広報直通便と区別するため、

【生涯学習または社会教育課】などの見出しを記入し、

 投  函 してください。ファクスやメールでも応募できま
とう かん

す。

□問い合わせ　社会教育課�４３-２１１２�４３-４１３７

� shakaikyouiku@city.ena.lg.jp

　生涯学習都市宣言と推進計画の素案をたたき台

として、市民の皆さんのご意見により成案化を図

るために、生涯学習に関する団体や委員会、公募

委員などによる「生涯学習都市宣言・同推進計画

検討市民委員会」が発足します。同委員会は５月

から開催し、年度内を目安に検討を進めていただ

きます。次の内容で委員を募集しますので、ぜひ、

ご応募ください。
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子どもの読書活動
推進計画

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
本
に
慣
れ
親
し
む

読
書
活
動
の
環
境
を
整
備
す
る
計
画
に
ご
意
見
を

▲読書に親しむきっかけづくりのブックスタート

　

市
で
は
、
市
中
央
図
書
館
を
核
と
し
た
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
生
涯

学
習
都
市
宣
言
や
同
推
進
計
画
の
素
案
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

重
要
な
位
置
付
け
と
な
る
の
が
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
で
す
。

　

本
年
度
、
子
育
て
や
読
書
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
市
民
団
体
や
教
職
員
、
行
政
職
員
な
ど

　

人
で
組
織
し
た
策
定
委
員
会
で
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
策
定
を
進
め
、
こ

２１の
た
び
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
計
画
（
案
）
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
生
き
る
力
を
養
う
た
め

　

読
書
活
動
は
、
子
ど
も
が
人
生
を
よ
り

豊
か
に
生
き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
く
上

で
、
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
。
子
ど

も
自
ら
が
本
を
手
に
取
り
、
読
書
を
通
じ

て
言
葉
を
学
び
、
本
の
楽
し
さ
や
面
白

さ
、
素
晴
ら
し
さ
か
ら
、
豊
か
な
感
性
や

表
現
力
、
想
像
力
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
や
普
及
に
よ
り
、
子
ど

も
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
幼
児
期
か
ら

の
読
書
習
慣
が
十
分
形
成
さ
れ
な
い
な

　
　
　
　
　

―
策
定
の
目
的
―

ど
、
子
ど
も
の
「
読
書
離
れ
」
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
（
平
成　

年　

月　

日
施

１３

１２

１２

行
）」
を
定
め
、
平
成　

年
に
は
「
子
ど

１４

も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
の
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
も
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
行
政

な
ど
が
手
を
取
り
合
い
、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
読
書
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し
ま

す
。

　

そ
し
て
読
書
活
動
を
通
し
て
学
ぶ
楽
し

さ
を
は
ぐ
く
み
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を
贈

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
子
ど
も
の
読
書

活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
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パブリック
コメント

計画（案）にご意見を
　市では、市民の意見を計画に反映させるため、計画

（案）についての意見を募集します。

　案は、社会教育課、市中央図書館、本庁舎情報公開

コーナー、各振興事務所で閲覧できます。市ウェブサ

イトにも掲載しています。http://www.city.ena.lg.jp/

※閲覧期間は意見募集期間と同じです

□募集期間　３月１日�～３月２２日�

□意見応募方法　本紙折り込みの「広報直通便」をご

利用ください。通常の広報直通便と区別するため、

【読書活動推進計画または中央図書館】などの見出しを

記入し、 投  函 してください。ファクスやメールでも応
とう かん

募できます。

□問い合わせ　市中央図書館�２５-５１２０�２５-７０３６

� library@ena-gif.ed.jp 

　

図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
読
書
環
境
の

整
備
、
そ
の
ほ
か
の
諸
条
件
の
整
備
・
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と
関
心
を
深

め
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
が
連
携
し
、

市
全
体
で
子
ど
も
の
読
書
習
慣
を
形
成
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
人
材
育
成

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
市
民
活
動
団
体

な
ど
と
協
力
し
て
、
子
ど
も
と
本
を
つ
な

ぐ
人
材
を
育
成
。
そ
し
て
図
書
館
職
員
と

と
も
に
、
子
ど
も
が
楽
し
く
読
書
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

②
「
保
幼
小
中
ワ
ン
ブ
ッ
ク
運
動
」
の
実

施
　

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
図

書
の
充
実
を
目
指
し
て
「
保
幼
小
中
ワ
ン

ブ
ッ
ク
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

対
象
と
し
た
施
設
に
、
図
書
の
購
入
や
市

民
か
ら
の
寄
付
、
寄
贈
な
ど
に
よ
り
、
子

ど
も
一
人
当
た
り
一
冊
の
図
書
を
毎
年
増

や
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、
蔵
書
冊
数
の
学
校
図

書
館
設
置
基
準
を
満
た
す
と
と
も
に
、
古

く
て
汚
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
利
用
価
値

の
無
く
な
っ
た
蔵
書
を
更
新
。
保
育
園
や

幼
稚
園
で
は
、
身
近
に
図
書
を
準
備
し
、

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

③
「
え
な
っ
こ
本
読
も
運
動
」
の
実
施

　

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
る
「
恵
那
市
読
書
の
日
」
に

合
わ
せ
て
、
読
書
の
大
切
さ
や
家
族
の
触

れ
合
い
を
啓
発
す
る
「
え
な
っ
こ
本
読
も

運
動
」
を
推
進
し
ま
す
。

④
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
の
実
施

　

赤
ち
ゃ
ん
が
初
め
て
絵
本
と
出
会
い
、

そ
の
絵
本
を
通
じ
て
保
護
者
と
ゆ
っ
く
り

心
触
れ
合
う
ひ
と
と
き
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
、
７
カ
月
児
健
診
の
時
に
図

書
館
司
書
と
保
健
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

絵
本
を
紹
介
し
た
り
、
絵
本
の
楽
し
み
方

や
読
み
方
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
と
保
護
者
が
、
絵
本
を
通
じ
て
楽
し
い

時
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と
で
、
読
書
に
親

し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。

■
協
働
に
よ
る
読
書
の
す
す
め

　
　
　

―
計
画
の
基
本
目
標
―

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
、
行
政
な
ど

が
協
働
し
、
市
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
相

互
に
連
携
・
協
力
し
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
次
の
３

つ
を
基
本
目
標
に
掲
げ
ま
す
。

①
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
機
会
の
充
実

　

子
ど
も
が
読
書
を
通
じ
て
言
葉
を
体
験

し
、
読
解
力
や
想
像
力
、
思
考
力
、
表
現

力
な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め
に
、
読
書
の

楽
し
さ
を
知
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り

や
、
読
書
体
験
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し

ま
す
。

②
子
ど
も
を
取
り
巻
く
読
書
環
境
の
整
備

■
本
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る

　
　
　

―
計
画
の
基
本
理
念
―

　

読
書
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か

な
感
性
を
は
ぐ
く
み
、
輝
き
あ
る
未
来
を

歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
本
を

通
じ
て
子
ど
も
同
士
、
あ
る
い
は
子
ど
も

と
周
囲
の
大
人
た
ち
が
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
計
画
を
推
進

し
ま
す
。

■
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

　
　

―
重
点
的
な
取
り
組
み
―

　

重
点
的
に
、
次
の
４
つ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

①
「
こ
の
本
よ
ん
で
」
お
す
す
め
図
書
リ

ス
ト
の
作
成

　

子
ど
も
や
保
護
者
が
本
を
選
ぶ
の
に

迷
っ
た
と
き
、
参
考
に
な
る
読
ん
で
ほ
し

い
本
の
リ
ス
ト
「
こ
の
本
よ
ん
で
」
を
作

成
・
配
布
し
ま
す
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

図
書
館
職
員
の
ほ
か
、
先
生
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
人
に
参
加
を
呼
び

掛
け
、
幅
広
い
本
を
取
り
上
げ
ま
す
。

え
な
っ
こ 
育 
む
豊
か
な
感
性

は
ぐ
く

本
で
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
え
な
っ
こ 
本  
読 
も
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

ほ
ん 
よ

の
実
施
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【参加児童】

　放課後児童クラブは、仕事など

で、家族が不在になる児童に、放課

後の時間を安全に遊んだり、生活し

たりできる場所を提供しています。

　来年度の学童保育参加児童を募集

します。

□運営日　 ▽常設クラブ＝平日の放

課後と土曜日、長期休暇期間　 ▽季

節クラブ＝長期休暇期間のみ

□その他　運営時間や保育料は、ク

ラブごとに異なります。詳細は、各

クラブへお問い合わせください。

※学童保育は、保護者の互助で運営

しています。申し込まれる方も一緒

に運営に携わっていただきます

【指導員】

　次の放課後児童クラブでは、来年

度の指導員を募集します。

□大井学童保育所（大井小学校区）　

▽募集人数＝１人（夏休み期間のみ

２人）　 ▽連絡先＝２６-５４８２

□どんぐり学童クラブ（大井第二小

学校区）　 ▽ 募集人数＝１人　 ▽ 連

絡先＝２５-００６８

□明智学童クラブ（明智小学校区）　

▽募集人数＝１～２人（有資格者優

遇）　 ▽連絡先＝０９０-４４４７-４４７４

□岩村学童クラブ（岩村小学校区）　

▽募集人数＝１～２人（有資格者希

望）　 ▽連絡先＝４３-４３９７（吉田）、４３-

２５９６（遠山）

※資格とは、教員免許・幼稚園教諭・

保育士など（大学での教育学・芸術

学・心理学等を専攻した方も含む）

□締め切り　定員になり次第締め切

り

□応募方法　放課後児童クラブへ直

接申し込む

□その他　勤務時間や手当てなど

は、各クラブで異なります。詳細は

お問い合わせください。

【問い合わせ】

各放課後児童

クラブ、子育

て支援課（内

線２２７）

放課後児童クラブ（学童保育）の参加児童と指導員を募集

広重賞こども版画コンクール
入賞者決まる

【おわびと訂正】本紙２月１５日号１５�おくやみに掲載した長島町の纐纈「幸太郎」さんは「幸太朗」さんの誤りでした。

おわびして訂正します。□問い合わせ　市民課（内線１４１・１４２）

議所会頭賞＝林理紗（大井小２年）、

佐々木慶司（大井小４年）、岡村春奈

（武並小６年）　○恵那市恵南商工会

長賞＝金田太雅（明智小２年）、勝光

一郎（岩邑中１年）　○恵那市商店街

連合会長賞＝井上心響（二葉幼稚

園）、小林莉緒（大井幼稚園）、鷲見

薫（中野方小６年）　○恵那市観光協

会長賞＝足立琴音（東野小１年）、和

田奈小（恵那北小３年）、林玲那（東

野小４年）　○恵那市小中学校校長

会長賞＝寺村梨暉（武並小１年）、佐

伯茉菜（恵那北小３年）、伊藤駿（東

野小４年）　

　広重賞第５回市こども版画コン

クールに、市内２４の小中学校・幼稚

園･保育園から２,９１３点の応募があ

り、１６０点が入賞･入選しました。

□作品展　 ▽とき＝３月３日�～４

月５日�午前９時半～午後５時（入

館は午後４時３０分まで）　 ▽ところ

＝中山道広重美術館（月曜休館）

※観覧無料

□表彰式　３月８日�午前１０時～、

中山道広重美術館 メーンラウンジ

（無料ゾーン）

【主な入賞者の紹介】

○恵那市議会議長賞＝纐纈美桜利

（飯地小３年）　○恵那市教育長賞＝

鈴村大貴（長島小５年）○中山道広

重美術館館長賞＝林利磯（長島小１

年）　○恵那市文化振興会長賞＝光

岡由季（東野小５年）　○恵那商工会
▲広重賞=小木曽友哉
「花」（上矢作中１年）

▲ふるさと賞=伊藤宗人
「武並神社」（岩邑中１年）

▲市長賞=加藤涼奈「ちゃ
んと見て！」（吉田小５年）

連絡先放課後児童クラブ
２６-５４８２
（戸田）

大井学童保育所
（大井小）

常
設
ク
ラ
ブ

２５-００６８
（土屋）

どんぐり学童クラブ
（大井第二小）

２５-７１８０
（林）

長島学童保育所
（長島小）

４３-２４５４
（吉田）

岩村学童クラブ
（岩村小）

０９０-４２３１-
９１３５

子供安全安心ハート
クラブ（山岡小）

０９０-４４４７-
４４７４

明智学童クラブ
（明智小）

２７-３５９０
（林）

なかよしｃｌｕｂ
（北小）
季
節
ク
ラ
ブ

２８-２９３８
（駒宮）

みさとっこｃｌｕｂ
（三郷小）
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　市財産区議会議員選挙が、１月２７

日に告示され、すべての選挙区で、

無投票となりました。各財産区議会

の新しい議員の皆さんは次の通りで

す。（敬称略・届出順）

□中野財産区　可知良商、山本忠

明、安藤富夫、土方英明、纐纈幹朗、

水野洋基

□久須見財産区　水野謙三、安田一

之、市川貞昌、西尾耕作、田口信則、

町野雄一

□正家財産区　河村恒雄、�山宗

弘、市川秀明、荒井久雄、境美智男、

山内章年

□永田財産区　牧野隆懽、牧野洋

勝、羽根昭好、光岡幸則、桂川幹司、

横井義定

□竹折財産区　度會省吾、宮地敏

弘、鈴村清春、清水透、伊藤誠、渡

會邦憲、藤原範之、渡邉静眞

□笠置財産区　遠藤知、石原甲喜、

市川文彦、中谷潔、藤井敏美、鈴村重

樹、市川秀典、小川文夫、山本��

□中野方財産区　長谷川博明、池戸

正男、長谷川秋男、林保夫、柘植明

人、柘植元一、柘植順、奥村清、鈴

村幸夫、夛賀直行、池戸克行

□飯地財産区　佐藤章介、纐纈明

弘、纐纈經善、纐纈充、纐纈益美、

柘植渥美

□鶴岡財産区　佐々木兼虎、西尾和

正、堀克巳、春日井邦夫、西尾忠士

□問い合わせ　市選挙管理委員会

（内線３２０）

財産区議会議員決まる

紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹 介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介紹 介

中山道広重美術館
友の会会員、連続講座生、ボランティアを募集

　友の会は、美術館に親しみ、浮世

絵の世界をより楽しんでいただくた

めの集まりです。

　各種特典が利用できます。

□特典　 ▽一般会員＝中山道広重美

術館が主催する企画展と特別企画展

の鑑賞料が無料、ミュージアム

ショップの商品が５�割引（一部、

除外商品があります）、「学芸員福田

と友の会の勉強会」に無料で参加で

きるなどの特典があります。　

▽ 賛助会員＝一般会員の特典に加

え、会員名義にかかわらず会員証ご

持参の来館者と、その同伴者２人の

計３人まで無料で鑑賞できます。

□年会費　 ▽ 一般＝３,０００円　 ▽ 学

生（高校生・大学生）＝２,０００円　 ▽

賛助会員＝８,０００円

□その他　会員資格は４月１日から

翌年の３月３１日までの１年間となり

ます。入会申し込みは、随時受け付

けています。中途脱会される場合

も、会費の払い戻しはありません。

□申し込み方法　美術館に備え付け

の申込用紙に記入後、会費を添えて

申し込む。（学生の方は、学生証を

ご提示ください）賛助会員の申し込

みは、銀行振込もご利用できます。

（詳しくは美術館までお問い合せく

ださい）

　連続講座のテーマは、「女性と美

術」。さまざまな国や時代の作家、

作品を、女性とのかかわりから見つ

めます。

　洋の東西を問わず、描かれた女

性、女性が描いた作品、女性のため

に作られた作品など、美術を「女性」

という視点から読み解くことで、新

たな作品の魅力、作家の個性、作品

が生み出された時代や社会が見えて

くるかもしれません。

□とき　奇数月第２土曜日　午後１

時半～４時半

□ところ　３階講座室

□受講料　４,０００円（全５回）受講料

は、受講申し込みと同時にお支払い

ください。

※受講料のお支払いと同時に中山道

広重美術館友の会（一般会員）にご

入会いただいたこととします

※各回単独の受講も受け付けていま

す。講座当日にお申し出ください。

その場合、受講料は１講座１,０００円

（観覧料含む）となります

□申し込み方法　直接または電話で

申し込む

□定員　８０人（先着順。定員になり

次第締め切り）

　当館では、たくさんのボランティ

アが活躍しています。

　来館者との触れ合いや、ボラン

ティア仲間との交流を通して、深く

美術とかかわってみませんか。

□活動内容　 ▽展示室での作品監視

▽展覧会々場設営の補助　 ▽来館者

への館内説明、展示解説など

□活動期間　都合に応じて活動して

いただけます。

□募集期間　随時募集しています。

□その他　活動を始める前に、全３

回のボランティア養成講座を受けて

いただくことが条件となります（第

１回目の養成講座は４、５月に開催

を予定しています）。高校生の登録

もお待ちしています（ただし、保護

者の同意が必要です）。

平成２１年度友の会会員 美術館でボランティア連続講座
「女性と美術」受講生

◆申し込み・問い合わせ

〒５０９-７２０１大井町１７６-１

中山道広重美術館（担当：福田）

�２０-０５２２�２５-０３２２
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告
知
放
送
で
小
学
生
の
帰
り
の
放
送

を
し
て
い
ま
す
が
、
す
ご
く
良
い
こ
と

な
の
に
、
い
つ
も
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪

く
、
子
ど
も
た
ち
が
帰
宅
し
て
し
ま
っ

た
後
に
流
れ
て
き
ま
す
。
と
て
も
残
念

で
す
。　

分
早
く
流
れ
ま
せ
ん
か
。

10（
平
成　

年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

２０

　

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
る

「
下
校
時
見
守
り
放
送
」
は
、
放

送
機
器
の
技
術
的
な
問
題
に
よ
り
、
小

学
校
区
ご
と
の
個
別
放
送
が
で
き
な
い

た
め
、
旧
市
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、

９
つ
の
小
学
校
を
ま
と
め
て
一
括
放
送

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
放
送
時
刻
は
、

９
小
学
校
の
意
見
を
踏
ま
え
、
午
後
４

時
に
放
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
放

送
時
刻
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
意
見
や

各
小
学
校
の
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（

社
会
教
育
課
）

　

年
末
に
、
上
矢
作
町
の
風
車
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
天
気
が
良
く
、
四
方
八

方
と
て
も
良
い
眺
め
で
し
た
。

　

し
か
し
、
方
向
が
分
か
り
づ
ら
く
、

展
望
台
に
１
枚
だ
け
示
す
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
遠
く
に
大
き
な
町
ら
し
き
と

こ
ろ
が
2
カ
所
、
海
と
思
え
る
光
も
見

る
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
3
6
0
度
の
方
向
が
分
か
れ

ば
、
も
っ
と
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
平
成　

年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

２０

　

上
矢
作
町
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
で
は
、
展
望
台
に
４
方
向
の

眺
望
案
内
看
板
を
作
る
よ
う
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

３
月
末
ま
で
に
設
置
し
ま
す
の
で
、

春
先
に
ま
た
、
上
矢
作
町
の
展
望
台
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
上
矢
作
振
興
事
務
所
）

　

早
朝
の
告
知
放
送
の
件
で
少
し
気
に

な
る
こ
と
で
す
。

　

早
朝
の
放
送
で
す
が
、
い
き
な
り
用

件
を
話
す
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と

な
ら
、
朝
の
あ
い
さ
つ
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す　

○
月
○
日
の
お
知
ら
せ
を

し
ま
す
」の
後
に
用
件
を
伝
え
た
方
が
、

聞
く
方
も
気
持
ち
良
く
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
「
今
日
は
○

月
○
日
か
」
と
い
う
こ
と
も
気
が
付
く

こ
と
が
で
き
、
年
齢
を
重
ね
る
と
日
々

も
忘
れ
る
毎
日
、
助
か
り
ま
す
。

　

係
り
の
方
も
忙
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
思
い
や
り
の
あ
る
放
送
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
匿
名
・
長
島
町
）

　

　

音
声
告
知
器
に
よ
る
放
送

は
、
午
前
６
時　

分
を
主
と
し

５０

て
放
送
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
通
り
、
あ
い
さ
つ
は
本
当

に
大
切
な
こ
と
で
す
。
音
声
告
知
器
に

よ
る
放
送
が
、
複
数
あ
る
場
合
の
放
送

順
番
な
ど
、
録
音
す
る
手
順
や
放
送
機

械
の
技
術
的
な
対
策
を
検
討
し
、
朝
の

あ
い
さ
つ
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

を
入
れ
た
放
送
の
試
行
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
放
送
に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
、
少
し
読
む
ス
ピ
ー

ド
を
早
め
た
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り

聞
き
や
す
い
放
送
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
お
気

付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
意
見

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
企
画
課
）

　

ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
番
組
表
入
り
）
が
、
と
て
も
分
か
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
良
い
所
を

ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　

ま
た
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
ア
ミ
ッ

ク
ス
の
方
に
来
て
い
た
だ
く
の
で
す

が
、
出
張
費
が
高
く
て
困
る
と
耳
に
し

ま
し
た
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

（
平
成　

年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

２０

　

ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
で
は
、
え

な
っ
コ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
６
チ
ャ

ン
ネ
ル
）
で
保
育
園
や
幼
稚
園
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
、
各
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
、
農
業
番
組
や
健
康
体
操
、
文
字
放

送
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
目
指

し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
テ
レ
ビ
な
ど
の
工
事
料
金
は
、

出
張
費
５
０
０
０
円
、
テ
レ
ビ
調
整

（
１
台
）
１
０
０
０
円
、
機
器
故
障
の
場

合
の
部
品
代
と
交
換
費
用
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
（�
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム�
０
１

２
０
―
９
２
７
―
５
２
８
）。（

情
報
課
）

見
守
り
放
送
は
下
校
時
に

上
矢
作
の
展
望
台
に
案
内
看

板
の
設
置
を

テ
レ
ビ
工
事
な
ど
の
工
事
費

用
は
高
い
？

早
朝
の
告
知
放
送
に
「
あ
い

さ
つ
」
を

13　2009.3.1

　長島町永田区の永田梅露庵公園には、京都 祇  園 
ぎ おん

で育ったしだれ桜や、水戸皆楽園のしだれ梅が植

栽され、２月から４月にかけて花と香りを楽しむ

ことができます。ことしは、旧史跡である梅露庵

観音堂が新しく改築され、落慶祝賀式を同時に執

り行います。ぜひ、お越しください。

□とき　３月２２日�午前９時半～

□ところ　梅露庵公園（県道６６号線沿い・「永田」

バス停から徒歩１分）

□内容　梅露庵を題材にした俳句の募集、豚汁・綿

菓子の配布（数に限り有り）、五平もち・農産物の

販売、もち投げ（午前と午後の２回）

□駐車場　森林組合、アグリパーク恵那、高安寺駐

車場、永田グラウンド（徒歩１０分）

※駐車場が少ないため、できるだけバスをご利用

になるか、お近くの方は徒歩でお出掛けください

□問い合わせ　永田区長　牧野隆懽�２６-５０８１

【はじめてのパソコン講座】

□とき　４月７日�、１５日�、２１日�、２８日�午前

９時半～１１時半　※１５日は午後１時～３時

□内容　文字入力やマウス、キーボードの使い方

など、パソコンの基本操作を丁寧に説明します。

□講座経費　５５０円（別途テキスト代９００円）

【Ｗｏｒｄ総合講座】

　入門・基礎・ドリルのコースより希望選択してく

ださい。

□とき　４月２日�、９日�、１６日�、２３日�午後

１時～３時

□内容　Ｗｏｒｄ２００２を使用　�入門＝キーボー

ド操作から簡単な文書作り　�基礎＝ワードアー

ト・地図・画像を使用したチラシ作り　�ドリル＝

ビジネス文書やチラシ作成のドリル問題に挑戦

□講座経費　�入門＝５５０円　�基礎・ドリル＝６５０

円

□テキスト代　�入門・基礎＝１,２３９円　�ドリル

＝１,０５０円

※ＵＳＢフラッシュメモリを８８０円で購入いただく

か、持参してください

【共通】

□ところ　恵那文化センター視聴覚室 

□定員　１８人（定員になり次第締め切り）

□受け付け　３月１０日�午前１０時から開講日前日

まで。初めて受講する方は、３月２５日�までに申

し込めば優先されます。再受講者の受講の可否は、

３月２６日�以降に連絡します。

□申し込み・問い合わせ　パソコンサポートクラブ

�０９０-４２６５-９７２７、�info@psc.enat.jp

　『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイベントや各種募
集などを市内に周知するためのコーナーです。（営利目的・宗
教・政治に関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報広聴係�２６-２１１１
（内線３１４）

パソコンサポートクラブ
４月期講座のご案内

観音堂 落  慶 祝賀会も開催
らっ けい

梅露庵公園祭り

□一般開放期間　３月８日�～ ４月５日�

午前１０時～午後４時

□注意事項　 ▽個人の土地を開放していただ

いていますので、ご迷惑にならない行動をお

願いします。 ▽駐車場が限られているため、

３月１５日�～ ４月５日�の土･日･祝日は、一

般車両は進入できません。上矢作振興事務所

出発の無料シャトルバスをご利用ください。

▽地元の「福寿草を守る会」が環境保護協力

金として、３００円をお願いしています。 ▽日

が差さないときは、花が咲きませんので好天

の日を選んでお越しください。

□問い合わせ上矢作振興事務所振興課�４７-

２１１１

上矢作町達原大平地区　福寿草シーズン開き

▲咲き誇る福寿草
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西  
尾   
耕  
示 
さ
ん 

に
し 

お 

こ
う 

じ

中
野
方
町
第
３
区
・　

歳
５９

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　
「
テ
ラ
ス
へ
出
て
み
て
く
だ
さ
い
。
棚
田

が
一
望
で
き
る
特
等
席
で
す
よ
」
と
誘
い
出

す
の
は
、
中
野
方
町
へ
移
り
住
ん
で
も
う

す
ぐ
４
年
の
西
尾
耕
示
さ
ん
。

　

西
尾
さ
ん
は
、
多
治
見
市
で
生
ま
れ
育

ち
、
事
業
の
経
験
と
結
婚
を
経
て
二
人
の

お
子
さ
ん
を
育
て
上
げ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
都

市
部
」
で
育
っ
た
西
尾
さ
ん
だ
が
、
高
校
は

農
業
高
校
を
卒
業
し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
の
家
は
、
今
の
多
治
見

と
違
っ
て
、
街
中
で
も
養
豚
場
を
経
営
す

る
畜
産
業
だ
っ
た
ん
で
す
。
豚
は
２
０
０

頭
、
牛
も　

頭
く
ら
い
は
飼
っ
て
い
ま
し

６０

た
。
だ
か
ら
将
来
も
畜
産
業
を
や
っ
て
い

く
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
、
笑

い
な
が
ら
話
す
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
町
の
産
業
も
変
化
と
進
化
を
遂

げ
、
暮
ら
し
の
形
も
変
わ
っ
た
。
見
渡
す

よ
う
な
農
場
は
、
い
つ
し
か
区
画
整
理
さ

れ
た
商
業
地
と
住
宅
地
と
な
っ
た
。

　
「
せ
め
ぎ
合
っ
た
街
中
か
ら
離
れ
、
田
舎

暮
ら
し
が
し
た
い
―
」。
西
尾
さ
ん
が　

歳
５５

の
こ
ろ
、
奥
さ
ん
に
提
案
し
、
１
年
か
け
て

新
た
な
生
活
拠
点
を
探
し
た
。

　
「
こ
こ
を
訪
れ
た
と
き
、
ま
ず
、
山
々
に

囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
に
と
て
も
引
か
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
素
晴
ら
し
い
棚
田
が
目

の
前
に
あ
り
、
東
濃
管
内
に
こ
ん
な
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
の
か
と
、
本
当
に
驚
い
た
く

ら
い
で
す
」
と
、
当
時
を
思
い
出
す
。

　

平
成　

年
の
春
、
中
野
方
町
へ
引
っ
越

１７

し
た
西
尾
さ
ん
夫
妻
。
以
前
学
ん
だ
農
業

の
知
識
と
経
験
を
生
か
せ
な
い
か
と
、
同

町
の
坂
折
棚
田
保
存
会
に
入
会
し
、
保
存

活
動
へ
の
参
加
を
始
め
た
。
現
在
は
棚
田

を
４
枚
、
約
１
８
０
０
平
方
㍍
を
借
り
て
、

自
分
で
米
作
り
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
約

１
０
０
０
平
方
㍍
の
畑
を
耕
し
、
ソ
バ
や

ハ
ブ
茶
を
栽
培
。
近
所
の
方
に
そ
の
味
を

振
る
舞
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
こ
こ
の
方
た
ち
は
本
当
に
親
切
で
す
。

こ
こ
へ
来
て
か
ら
、
以
前
の
よ
う
な
窮
屈

さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
本
当
に
第
二
の
人

生
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
休
み
の
日
は
、

棚
田
を
眺
め
な
が
ら
い
つ
も
思
う
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
こ
こ
で
自
分
に
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
…
と
ね
」
と
、
穏
や
か
な
笑
顔
で

話
す
西
尾
さ
ん
。
そ
の
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
第
二
の
人
生
を
、
そ
の
地
が
見
守
り
応

援
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

�
�
�
�
�
�
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15　2009.3.1

３月生まれのみんな、お誕生日おめでとう。

　４月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集し
ます。写真（なるべく１人で顔全体が写っているもの）
の裏に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、性別、電話
番号、両親の氏名と簡単なコメントを添えて、３月１６日
�までにお申し込みください。またケーブルテレビ掲載
の可否についてもご記入ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。　
□申し込み・問い合わせ　〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係�２６-２１１１（内線３１９）

 塚  田  
つか だ

 爽  人 くん 　　  　　Ｈ２０.３.１生
さわ と

　１歳のお誕生日おめでとう！
いつも明るく元気なさー kun。
これからもたくさん食べてすく
すく育ってね！
上矢作町

一也さん・茜さん

 西  尾  
にし お

 心 ちゃん   　　　　 Ｈ２０.３.４生
こころ

　ここちゃん、誕生日おめでと
う。お姉ちゃんと仲良く、元気
でいい子に育ってね。
長島町　　　　

真二さん・美紀さん

 丸  山  
まる やま

 璃  空 くん  　 　　Ｈ２０.３.１０生
り く

　りっくん、お誕生日おめでと
う。お兄ちゃんと仲良く明るく
元気に育ってネ！でも、わんぱ
くは、ほどほどにネ…（笑）
三郷町

芳尚さん・明代さん

 伊  藤  
い とう

 志優 くん　   　　  Ｈ２０.３.７生
しゅう

　１歳の誕生日おめでとう。い
つも笑顔いっぱいでみんなを元
気にしてくれる志優くん。ニコ
ニコ顔大好きだよ。お姉ちゃん
と仲良く、いっぱい遊ぼうね。
飯地町　　　　　悟さん・恵利さん

 日  野  
ひ の

 玲  衣  羅 ちゃん  Ｈ２０.３.１０生
れ い ら

　HAPPY BIRTHDAY！た く さ
ん食べる元気なれいチャン！こ
れからもパパとママにかわいい
笑顔たくさん見せてね！れい
チャン、愛してるよ！
長島町　　　　辰善さん・理紗さん

 安  江  
やす え

 勇  惺 くん   　　　Ｈ２０.３.１３生
ゆう せい

　勇くん、１歳おめでとう！２
人のお兄ちゃんに囲まれて、元
気いっぱい、笑顔いっぱい、大き
くなぁれ～！
長島町

武彦さん・和子さん

 加  藤  
か とう

 新  大 くん 　　　　Ｈ２０.３.２９生
あら た

　誕生日おめでとう！
　元気いっぱいたくましく育っ
てね！
大井町

智宏さん・由美子さん

 南  
みなみ

 花  音 ちゃん    　 　　Ｈ２０.３.２９生
か のん

　これからも、この笑顔をたく
さん見せてね。
　お誕生日おめでとう。
中野方町

文人さん・昌余さん

 丸  山  
まる やま

 立  暉 くん   　　 　Ｈ２０.３.３０生
りつ き

　立暉くん、１歳おめでとう！
　これからも元気いっぱいに
育ってね。
大井町

和恩さん・芳子さん

 糟  谷  
かす や

 温  衣 ちゃん 　 　　Ｈ２０.３.１９生
の え

　誕生日おめでとう。
　ゆっくり大きくなってね。

山岡町
誠さん・美鈴さん

 長  谷  川  せりちゃん　 Ｈ２０.３.２６生
は せ がわ

　Happy Birthdayせりちゃん。お
兄ちゃんと一緒にたくましく
育ってね。
中野方町

真人さん・亜弥さん
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親子で「おひな様づくり」 楽しいカーリングに夢中

重伝建地区を火災から守るおいしい給食召し上がれ
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▲狙いを定めて、ストーンを投げる参加者
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▲岩村郵便局付近で一斉放水をする消防団

▲楽しそうにおひな様づくりに取り組む参加者
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▲給食をおいしそうに味わう親子

17　2009.3.1
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武並で習う恵那みそ 立志の塔に将来を誓う

「かるた」に神経集中受章者の功績をたたえる
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▲「立志の塔」の前で志を読み上げる稲葉萌恵さん
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▲神経をかるたに集中する小学生たち

▲みそを投げつけて空気抜きの作業をする受講生たち
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▲受章者を代表してあいさつをする加藤利徳氏
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防犯まちづくり講演会 スリランカで再び活躍を

城下町のひなまつり高校生が児童に読み聞かせ
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▲可知市長と握手をするラール・ティラカラタネ氏
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▲土佐屋に展示された江戸期のひな人形

▲防犯とまちづくりについて講演する清永賢二氏
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▲児童に読み聞かせを行う生徒たち

19　2009.3.1

企画展覧会

「広重の富士」

　広重が富士を描いたシリーズ

「冨士三十六景」を全点そろいで

展示しています。

　広重は生涯に２度、上総を旅し

ています。実際の風景を見た経

験からか、本図に描かれる水平線

は丸みを帯びています。

■会期
４/５�まで
■開館時間　午前９時半
～午後５時（入館は午後４
時半まで）
■観覧料　�大人＝５００円
（団体４００円）　�小・中・高
校生＝３００円（団体２４０円）
※小・中・高校生は、春休み
期間中観覧無料
毎週月曜日（祝日を除く）、

祝日の翌日（土日・祝日を除く）

休館。

■問い合わせ　中山道広
重美術館�２０-０５２２

４月５日は「市民の日」
　毎月第１日曜日を「市民の日」
とし、観覧料を無料とします。
　気軽に美術の世界に触れてい
ただき、美術を中心とする文化
活動やまちづくり活動の拠点に
活用いただけるよう願っていま
す。

恵那地方の二つの政治圏
　通説の恵那六郷の位置に対して、『恵那市史　通史
編第１巻』では、古代の遺跡が非常に少ない恵那郡北
部や木曽に絵下郷、絵上郷の二つの郷を当てる一方
で、恵那郡全体の古墳の過半数が集中する恵那市周辺
に竹折郷一郷のみを当てるのは矛盾しているのではな
いかという疑問を投げ掛けています。そして、絵下郷
と絵上郷は恵那郷が分割されたもので、恵那市長島町
から中津川市の市街地にかけての地域にあたるのでは
ないかとしました。奈良県明日香村の飛鳥池遺跡で出
土した木簡（荷札）から、７世紀後半には恵奈郡はな
く、土岐郡の一部として恵奈郷があったことが分かり
ましたが、郡の名前にもなった当時の中心地は、まさ
にこの地域だったのではないでしょうか。
　恵那地方には、古墳分布の中心が二つあります。恵
那市長島町を中心とした地域（竹折郷・絵下郷？）と、
恵那市南部の阿木（ 安  岐 郷）、岩村、山岡（ 淡  気 郷）

あ ぎ たむ け

地域です。この二つの古墳分布圏には、奈良時代に入
ると前者には正家廃寺、後者には 手向 廃寺という古代

とうげ

寺院がそれぞれ建立されることから、古墳時代から奈
良時代にかけて、恵那地方には二つの政治圏が存在し

たと考えられます。
□問い合わせ文化課�４３-２１１２（内線２１７）

文化財を巡る ⑨古代の恵那～二つの古代寺院（その３）

▲
恵
那
地
方
の
二
つ
の
政
治
圏
（『
恵
那
市
史　

通
史
編
第
１
巻
』
よ
り
）

歌川広重
「冨士三十六景　上総黒戸の浦」

１８５８（安政５）年



この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。
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　武並小学校では「美しい学校」「明るいあいさつ」

「豊かな表現力」の３つを目指す学校の姿として、

日々の教育活動に取り組んでいます。その中でも

今回は、図書館教育を基にした「豊かな表現力」の

育成を中心に、武並小学校を紹介します。

　本校は学校を核として、市中央図書館や家庭、地

域が連携し、図書館教育を推進しています。そし

て、それぞれの得意な分野を生かしながら、つなが

り、本校が求める「よい本と手をつなぐ子」の育成

に取り組んでいます。また豊かな表現力を付ける

ために、読書感想文、読書感想画、読書郵便、調べ

学習のレポートなどにも、取り組んでいます。

①「市中央図書館」との連携
　市中央図書館との連携の中心に、ブックトークが
あります。それは、全学級で教
科や道徳、総合的な学習の時間
につながる内容で行われます。
　４年生の国語で取り上げた
「一つの花」という平和の大切
さを扱った作品では、市中央図
書館との打ち合わせにより、平和の大切さを考える
参考となる本を、児童に紹介しました。そのことに
より、児童の読書意欲や学習意欲が高まりました。
　また子どもたちが、より多くの本に接する機会を
増やすために、リクエスト本の配送をお願いしてい
ます。さらに市中央図書館へ、子どもたちに読んで

ほしい本を借りに行きま
す。一度に２５０から５００
冊の本が届き、図書館の
特設コーナに並べられま
す。子どもたちは、自分
の好きな種類の本が増
え、喜んで読んでいます。

②「家庭」との連携
　１０月の読書月間の内容の１つとして、家族読書に

取り組みました。親子
で本を読むことによっ
て、読書の楽しさを味
わったり、読書を通し
て親子の心の交流を深
めたりできました。
　さらに、家庭教育学

級の皆さんを中心に、保護者の方々による読み聞か
せのプレゼントをいただいています。皆さんは、事
前に市中央図書館の方を招いて、少しでもよい読み
聞かせをしようと、自主的に学習をしています。毎
回、皆さんの一生懸命な語
りに、子どもたちは耳を傾
け物語に引き込まれます。
そして、心が温かくなった
り、豊かになったりしま
す。子どもたちはそんな
読み聞かせを、とても楽しみにしています。

③「地域」との連携
　１０月の２回目の読書月間では、集大成として読書
集会を行いました。ことしも読書集会に、読み聞か
せサークル「どんぐり」に来ていただきました。今
回は、落語を基にした作品
「ながやの花見」の朗読によ
り、子どもたちに新たな本
の世界の魅力を、紹介して
いただきました。
　また学校の隣にある武並コミュニティセンター
にも図書室があり、子どもたちは学校の図書館、市
中央図書館に次ぐ、第３の図書館として利用してい
ます。

『広報えな』３月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約 １１.９円（税込み）です。

広報えなNo.１００
２００９年（平成２１年）
３月１日発行
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武並小学校
児童数　１９５人　学級数　９学級
恵那市武並町竹折１０５９番地９１
�０５７３-２８-２０２８　�０５７３-２８-４００３学校ホームページ http://www.takenami-e.ed.jp/

よい本と手をつなぐ子の育成

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

次号は３月１５日号
発行日は３月１３日�です

▲保護者の読み聞かせ

▲図書館の特設コーナー

▲みんなの家族読書カード

▲ブックトークの様子

▲「どんぐり」の皆さん

－市中央図書館の連携モデル校として－


